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１９９９年１０月から、伊豆大島の元町と静岡県伊東市間のＮＴＴの電話回線用海底ケーブルを用いた電界変
動観測を行っている。元町局を給電点と見立てた、長さ約３３ｋｍのアンテナによる計測で、記録は３つの帯域（ｄ
ｃ、ＵＬＦ，ＶＬＦ）である。海底地震活動、海底火山活動などのモニターに使用できるかを調べるための試験観
測である。ここでは、２０００年６～７月に三宅島で火山噴火発生に伴って本観測データに顕著な異常変動が記録
されたので、それを中心とした報告を行う。 
 
 
1. はじめに 
 １９９９年１０月から、伊豆大島の元町と静岡県伊東市間のＮＴＴの電話回線用海底ケーブルを用いた電界
変動観測を行っている。元町局を給電点と見立てた、長さ約３３ｋｍのアンテナによる計測で、記録は３つの帯域
（ｄｃ、ＵＬＦ，ＶＬＦ）である。海底地震活動、海底火山活動などのモニターに使用できるかを調べるための試
験観測である。ここでは、２０００年６～７月に三宅島で火山噴火発生に伴って本観測データに顕著な異常変動が
記録されたので、それを中心とした報告を行う。 
 
2. 観測の状況 
 観測の開始から、ずっと平穏な状態が続いていた。dc 帯（ｄｃ～0.7Hz）は、他の陸上におけるボアホールな
どを使った観測と違い、日周変動が大きい。これは海流の変動に起因した誘導電界変動によるものである。 
ULF 帯（0.01～0.7Hz）では、振幅は、陸上の場合に比べやはり格段に大きいものの、定常的な状態を示す。こ
れは、海流の等方乱流成分に起因すると考えられる。同海域が船舶の航路になっているにも拘わらず、日週変化か
ら判別される人工ノイズらしきものは見られず、データの質が高いことが判明した。さらに電車などの通過に伴う
ノイズも見えず、当初の期待通り、VLF 帯も含め海底においては環境ノイズが安定であることが示された。 
 
3. 伊豆諸島における活動と連動した変動 
  ＵＬＦ帯では、継続時間が１時間程度の散発的擾乱が数度あったほかは、殆ど変化のない状態が続いてい
た。しかし、三宅島の火山活動が２０００年６月２６日、２７日の一応のピークを迎えた頃からＵＬＦ帯の電界変
動の振幅が増加し始め、７月１５日、１６日に最大の変動が記録された。 マグマ活動から見た場合、この異常の
存在は、マグマの活動が、６月２８日以後伊豆大島北部に達し、７月１５日、１６日にはかなり大がかりなマグマ
活動が伊豆大島西から伊東市にかけた海底下にあったと推測される。なお、マグマのかつどうによって、熱水循環
に非定常変動が発生し、流動電位効果によって、電磁界変動が勇気ｓだれたものと理解している。 
それ以後、そのような大きな変動は現れず、この海域下でのマグマに関連した熱水循環は活発なものではない
と推測される。ただ、それ以後８月末ごろまで ULF 帯では、パルス状の変動が頻発し、平穏時とは明らかに様子が
異なっていて、小規模ながらマグマ活動に伴う熱水循環の変化が存在していた兆候がある。 
伊豆大島温泉ホテル構内では、ボアホールを用いた電界計測を行っているが、そこでの記録において顕著な異
常変動が、３月末頃から殆ど毎日定常的に現れていた。三宅島における電界変動の推移、および火山活動の全般的
な推移と相関がよく、三宅島火山噴火などを引き起こした伊豆諸島下のマグマの活動に伴うものであると考えてい
る。富士山における低周波地震の増大の時期とも、大局的に合っており、三宅島火山噴火は、三宅島の近くのみで
なく、かなり広範囲な地下のマグマ活動に起因したと推測される。 
 
4. 結論 
 電話回線用の海底ケーブルを用いた電磁界計測による地下流体運動検出の方法は、海底火山、海底地震の活
動のモニターに使用される可能性をもっている。本方法の特徴は、一つのセンサーで広域の活動をカバーできるこ



とであり、陸上においても効率的な地殻活動のモニター方法として、活用できると期待している。 


